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司
法
機
関
に
対
す
る
人
民
代
表
大
会
（
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
）
の
監
督
　
憲
法
上
、
中
国
の
国
家
権
力
は
人
民
に
属
し
、
か
つ
こ
の
国
家
権
力
は
統
一
不
可
分
で
あ
り
、
人
民
が
国
家
権
力
を
行
使
す
る
機
関
は
人
民
代
表
大
会
で
あ
る
。
人
民
代
表
大
会
は
国
家
権
力
を
直
接
に
行
使
す
る
ほ
か
に
、
そ
の
他
の
国
家
機
関
に
授
権
し
て
分
業
的
に
行
使
さ
せ
る
。
司
法
機 
た
る
人
民
法
院
の
創
出
母
体
は
人
民
代
表
大
会
で
あ
り
、
人
民
法
院
の
裁
判
権
は
人
民
代
表
大
会
か
ら
の
授
権
に
基
づ
く
。
よ
っ
て
、
人
民
法
院
の
独
立
裁
判
権
も
人
民
代
表
大
会
の
統
一
的
な
国
家
権
力
の
下
で
の
相
対
的
独
立
権
限
で
あ
り
、
人
民
代
表
大
会
の
監
督
を
受
け 
。
　
問
題
は
、
監
督
の
内
容
と
範
囲
で
あ
り
、
特
に
個
別
的
事
件
の
監
督
に
つ
い
て
は
、
中
国
内
の
研
究
者
の
な
か
の
み
な
ら
ず
、
司
法
機
関
の
な
か
で
も
見
解
が
鋭
く
対
立
し
て
い
る
。
一
九
九
九
年
、
全
人
代
常
務
委
員
会
の
内
務
司
法
委
員
会
が
全
人
代
常
務
委
員
会
に
提
出
し
た
「
裁
判
・
検
察
機
関
の
重
大
な
違
法
事
件
の
監
督
実
施
に
関
す
る
決
定
（
草
案
）」
議
案
が
、
全
人
代
常
務
委
員
会
で
の
二
回
の
会
議
に
お
け
る
激
烈
な
論
争
の
末
、
審
議
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
の
は
、
個
別
的
事
件
の
監
督
を
め
ぐ
る
対
立
の
深
さ
を
示
し
て
い 
。
こ
の
対
立
は
、
（
　
）
６０関
（
　
）
６１る
（
　
）
６２る
二
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
合
憲
か
違
憲
か
の
対
立
に
連
動
し
て
い
る
。
憲
法
解
釈
上
の
対
立
の
内
容
を
、
張
澤
濤
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
い 
。
　
合
憲
説
の
根
拠
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
憲
法
第
一
二
六
条
は
、「
人
民
法
院
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
独
立
し
て
裁
判
権
を
行
使
し
、
行
政
機
関
、
社
会
団
体
お
よ
び
個
人
の
干
渉
を
受
け
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
内
容
か
ら
し
て
、
憲
法
は
決
し
て
、
人
民
法
院
が
独
立
し
て
裁
判
権
を
行
使
す
る
と
き
に
権
力
機
関
の
干
渉
を
受
け
な
い
と
は
定
め
て
い
な
い
。
こ
れ
と
相
応
し
て
、
「
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
地
方
各
級
人
民
政
府
組
織
法
」
第
四
四
条
は
、
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
職
権
の
一
つ
は
、「
そ
の
級
の
人
民
政
府
、
人
民
法
院
お
よ
び
人
民
検
察
院
の
活
動
を
監
督
し
、
そ
の
級
の
人
民
代
表
大
会
の
代
表
と
連
携
し
、
上
述
の
機
関
と
国
家
勤
務
員
に
対
す
る
大
衆
の
申
立
と
意
見
を
受
理
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
人
民
代
表
大
会
が
法
院
に
対
し
て
個
別
的
事
件
の
監
督
権
を
行
使
す
る
の
は
、
憲
法
と
法
律
に
根
拠
が
あ
る
。
　
他
方
、
違
憲
説
の
根
拠
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
国
家
機
関
の
間
の
職
権
は
必
ず
合
理
的
な
分
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
立
法
、
行
政
、
司
法
の
三
権
は
不
分
と
主
張
す
る
と
考
え
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
す
る
重
大
な
誤
解
で
あ
り
、
人
民
代
表
大
会
が
個
別
的
事
件
の
監
督
権
を
行
使
す
る
の
を
主
張
す
る
の
は
、
実
質
的
に
、
立
法
権
と
司
法
権
を
人
民
代
表
大
会
の
一
身
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
憲
法
は
す
で
に
論
理
的
に
、
法
院
に
対
す
る
人
民
代
表
大
会
の
個
別
的
事
件
の
監
督
を
否
定
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
憲
法
第
七
三
条
は
、「
全
国
人
民
代
表
大
会
は
、
全
国
人
民
代
表
大
会
の
開
会
中
、
ま
た
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
構
成
員
は
、
常
務
委
員
会
の
開
会
中
、
法
律
の
定
め
る
手
続
に
し
た
が
い
、
国
務
院
ま
た
は
国
務
院
各
部
、
各
委
員
会
に
対
し
、
質
問
書
を
提
出
す
る
権
利
を
有
す
る
。
質
問
を
受
け
た
機
関
は
責
任
を
も
っ
て
回
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
条
文
の
立
法
原
意
か
ら
し
て
、
立
法
者
は
、
裁
判
権
、
検
察
権
の
働
き
と
行
政
権
の
働
き
の
間
に
は
本
質
的
差
異
が
あ
る
と
す
で
に
認
識
し
て
お
り
、
人
民
法
院
と
人
民
検
察
院
が
独
立
・
自
主
的
に
裁
判
権
と
検
察
権
を
行
使
す
る
の
を
保
障
す
る
た
め
に
、
法
院
の
裁
判
活
動
に
対
す
る
人
民
代
表
大
会
の
監
督
を
弱
化
す
べ
き
で
あ
り
、
よ
っ
て
、
人
民
代
表
大
会
は
法
院
に
対
し
て
質
問
権
を
行
使
す
べ
き
で
な
い
。
さ
ら
に
、
憲
法
第
（
　
）
６３る
三
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
二
・
完
）（
土
屋
）
六
二
条
一
四
号
は
、
全
国
人
民
代
表
大
会
の
職
権
と
し
て
「
戦
争
と
平
和
の
問
題
の
決
定
」
を
規
定
し
、
同
時
に
、
憲
法
第
六
七
条
は
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
に
中
央
軍
事
委
員
会
の
活
動
を
監
督
す
る
職
権
を
賦
与
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
軍
事
委
員
会
の
具
体
的
活
動
に
対
し
て
監
督
を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。
こ
の
意
味
か
ら
し
て
、
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
、
法
院
の
裁
判
活
動
に
対
し
て
は
、
軍
事
委
員
会
の
活
動
に
対
す
る
の
と
同
様
に
、
い
わ
ゆ
る
個
別
的
事
件
の
監
督
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
　
以
上
の
よ
う
に
学
説
を
整
理
し
た
張
澤
濤
自
身
は
、
合
憲
説
の
立
場
か
ら
、
違
憲
説
の
論
拠
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
　
第
一
に
、
違
憲
説
の
理
由
の
一
つ
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
の
本
意
は
法
院
の
裁
判
活
動
に
対
す
る
人
民
代
表
大
会
の
監
督
を
弱
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
実
は
逆
で
あ
り
、
一
九
八
二
年
憲
法
の
制
定
者
達
の
意
図
の
一
つ
は
、
法
院
の
裁
判
活
動
に
対
す
る
人
民
代
表
大
会
の
監
督
を
強
化
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
こ
れ
を
、
法
院
の
独
立
裁
判
権
に
対
す
る
一
九
八
二
年
憲
法
と
一
九
五
四
年
憲
法
の
規
定
の
比
較
か
ら
み
て
み
よ
う
。
一
九
八
二
年
憲
法
の
第
一
二
六
条
は
、「
人
民
法
院
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
独
立
し
て
裁
判
権
を
行
使
し
、
行
政
機
関
、
社
会
団
体
お
よ
び
個
人
の
干
渉
を
受
け
な
い
。」
と
規
定
し
、
一
九
五
四
年
憲
法
の
第
七
八
条
は
、「
人
民
法
院
は
独
立
し
て
裁
判
を
行
い
、
法
律
に
の
み
服
従
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
九
八
二
年
憲
法
は
、
法
院
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
と
き
に
、
行
政
機
関
、
社
会
団
体
お
よ
び
個
人
の
干
渉
を
受
け
な
い
と
規
定
し
て
い
る
だ
け
で
、
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
を
含
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
五
四
年
憲
法
は
、
人
民
法
院
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
と
き
に
、
権
力
機
関
、
行
政
機
関
、
社
会
団
体
の
干
渉
を
受
け
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
全
人
代
常
務
委
員
会
委
員
長
（
当
時
）
の
彭
真
も
、
一
九
八
二
年
憲
法
に
つ
い
て
、
こ
の
改
正
は
司
法
活
動
に
対
す
る
党
の
指
導
と
司
法
に
対
す
る
人
民
代
表
大
会
の
監
督
を
強
化
す
る
の
に
有
利
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
　
第
二
に
、
人
民
代
表
大
会
の
個
別
的
事
件
の
監
督
と
人
民
代
表
大
会
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
同
一
の
概
念
で
は
な
い
。
国
家
機
関
四
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
の
間
の
権
力
は
合
理
的
な
分
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
人
民
代
表
大
会
は
法
院
に
直
接
代
替
し
て
裁
判
権
を
行
使
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
れ
と
個
別
的
事
件
の
監
督
権
は
同
等
の
も
の
で
は
な
い
。
憲
法
学
界
の
通
説
に
基
づ
け
ば
、
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
国
家
の
権
力
機
関
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
家
の
「
一
府
両
院
（
政
府
と
法
院
・
検
察
院
）」
を
創
造
し
、
行
政
権
、
裁
判
権
、
検
察
権
を
政
府
（
行
政
機
関
）、
法
院
、
検
察
院
に
委
託
し
行
使
さ
せ
、
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
、
権
力
の
最
終
的
掌
握
者
と
し
て
、
行
政
活
動
、
裁
判
活
動
、
検
察
活
動
に
対
し
て
監
督
を
行
う
。
よ
っ
て
、
こ
の
種
の
監
督
は
、
権
力
を
直
接
行
使
す
る
こ
と
と
は
異
な
る
。
　
第
三
に
、
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
中
央
軍
事
委
員
会
の
具
体
的
活
動
に
対
し
て
監
督
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
民
代
表
大
会
は
法
院
に
対
す
る
個
別
的
事
件
の
監
督
権
を
享
有
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
の
は
、
概
念
転
換
の
き
ら
い
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
中
央
軍
事
委
員
会
の
活
動
と
法
院
の
裁
判
活
動
の
間
に
は
本
質
的
区
別
が
あ
り
、
軍
隊
は
必
ず
歩
調
を
一
致
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
下
級
は
無
条
件
で
上
級
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
井
岡
山
の
土
地
革
命
の
時
期
か
ら
、
わ
が
党
は
、
党
が
銃
を
指
揮
す
る
と
い
う
観
念
を
確
固
と
し
て
樹
立
し
、
軍
隊
活
動
に
対
す
る
党
の
絶
対
一
元
的
指
導
を
強
調
し
、
よ
っ
て
、
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
常
務
委
員
会
は
通
常
は
軍
事
委
員
会
の
活
動
を
監
督
し
て
い
な
い
。
か
つ
、
軍
隊
活
動
の
多
く
は
国
家
の
軍
事
秘
密
に
関
係
し
、
も
し
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
軍
事
委
員
会
の
活
動
に
対
し
て
監
督
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
前
提
条
件
は
軍
隊
の
活
動
は
必
ず
透
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
で
は
国
家
の
軍
事
機
密
は
漏
出
す
る
こ
と
に
な
り
得
る
。
　
第
四
に
、
憲
法
は
、
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
法
院
に
対
し
て
質
問
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
確
に
規
定
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
憲
法
公
布
後
に
全
人
代
が
制
定
し
た
三
つ
の
法
規
（「
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
地
方
各
級
人
民
政
府
組
織
法
」、「
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
代
表
法
」、「
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
議
事
規
則
」）
は
こ
の
職
権
を
明
定
し
て
い
る
。
憲
法
は
原
則
性
の
規
定
を
置
き
、
具
体
的
に
は
下
位
の
法
規
で
定
め
ら
れ
る
。
下
位
の
法
規
が
憲
法
の
精
神
と
一
致
す
五
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
二
・
完
）（
土
屋
）
る
な
ら
ば
、
そ
の
法
規
は
憲
法
的
根
拠
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
上
記
の
三
つ
の
法
規
の
内
容
は
憲
法
の
精
神
に
合
致
し
て
お
り
、
質
問
権
は
人
民
代
表
大
会
の
個
別
的
事
件
の
監
督
権
の
重
要
な
表
現
形
態
で
あ
り
、
よ
っ
て
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
法
院
に
対
し
て
個
別
的
事
件
の
監
督
権
を
行
使
す
る
の
は
憲
法
的
根
拠
が
あ
る
。
　
張
澤
濤
の
こ
の
論
は
、
第
三
の
点
を
除
い
て
（
こ
れ
は
憲
法
外
の
論
拠
で
あ
る
）、
一
九
八
二
年
憲
法
の
解
釈
と
し
て
一
定
の
説
得
力
が
あ
る
。
法
院
に
対
す
る
人
民
代
表
大
会
の
監
督
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
共
産
党
と
行
政
権
に
よ
る
「
外
部
」
か
ら
の
、
お
よ
び
法
院
の
「
内
部
」
で
の
指
導
な
い
し
干
渉
の
な
か
で
の
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
在
の
司
法
機
関
の
あ
り
よ
う
か
ら
し
て
、
ま
た
裁
判
官
の
自
治
・
自
律
の
能
力
と
物
的
条
件
の
低
さ
お
よ
び
司
法
の
不
公
正
・
腐
敗
の
広
が
り
か
ら
し 
、
そ
れ
ま
で
「
飾
り
物
」
的
存
在
で
あ
っ
た
人
民
代
表
機
関
の
権
威
と
地
位
を
向
上
さ
せ
る
方
策
の
一
環
と
し
て
の
法
院
に
対
す
る
人
民
代
表
機
関
の
監
督
の
強
化
は
、
中
国
の
司
法
の
独
立
へ
向
け
て
の
内
在
的
発
展
段
階
の
一
里
塚
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
得
る
か
も
し
れ
な 
。
だ
が
、
か
り
に
個
別
の
事
件
の
監
督
が
当
面
、
容
認
さ
れ
る
に
し
て
も
、
そ
の
実
際
の
監
督
内
容
は
や
は
り
問
題
と
な
り
得
よ
う
。
　
実
際
の
監
督
に
関
し
て
、
人
民
代
表
大
会
制
度
が
中
国
の
根
本
的
政
治
制
度
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
的
事
件
の
監
督
を
で
き
る
だ
け
広
く
認
め
よ
う
と
す
る
見
地
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
監
督
は
、
事
前
、
事
の
進
行
中
、
事
後
の
い
ず
れ
段
階
に
お
い
て
も
許
さ
れ
、
そ
の
監
督
権
行
使
の
主
た
る
方
式
は
、
①
報
告
の
聴
取
、
②
評
議
・
評
価
、
③
質
問
書
の
提
出
、
④
法
院
の
職
権
行
使
過
程
中
の
重
大
な
違
法
行
為
に
対
す
る
調
査
委
員
会
に
よ
る
組
織
的
調
査
、
⑤
違
法
性
が
確
実
な
個
別
の
事
件
に
関
す
る
建
議
、
決
定
ま
た
は
「
法
律
監
督
書
」（
こ
の
書
を
受
け
取
っ
た
機
関
、
個
人
は
一
定
の
期
限
内
に
執
行
状
況
報
告
を
そ
の
級
の
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
の
発
出
、
⑥
公
民
・
組
織
か
ら
の
申
立
・
告
発
の
受
理
（
こ
の
う
ち
人
民
代
表
大
会
が
自
ら
処
理
で
き
る
事
件
は
調
査
を
組
織
し
て
決
定
を
出
す
）
等
で
あ 
。
ま
た
、
地
方
の
実
践
上
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
に
近
い
方
式
が
用
い
ら
れ
て
い 
。
　
他
方
、
で
き
る
だ
け
狭
く
限
定
し
よ
う
と
す
る
次
の
よ
う
な
見
地
も
あ
る
。
人
民
代
表
大
会
が
個
別
の
事
件
に
関
す
る
法
院
の
報
告
の
聴
（
　
）
６４て
（
　
）
６５い
（
　
）
６６る
（
　
）
６７る
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取
・
質
疑
・
視
察
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
①
調
査
委
員
会
を
組
織
し
て
事
件
を
直
接
に
審
査
す
る
こ
と
、
②
事
件
処
理
に
関
す
る
具
体
的
な
建
議
ま
た
は
決
定
を
出
す
こ
と
、
③
す
で
に
効
力
を
発
し
て
い
る
判
決
の
一
方
の
当
事
者
を
支
持
す
る
こ
と
、
④
事
件
と
利
害
関
係
の
あ
る
代
表
が
当
該
事
件
の
監
督
活
動
に
加
わ
る
こ
と
、
⑤
法
院
の
判
決
の
取
消
な
い
し
変
更
を
行
う
こ
と
、
⑥
地
方
の
利
益
を
保
護
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
事
件
の
審
理
を
監
督
す
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
「
地
方
保
護
主
義
」
で
あ
り
、
中
国
で
は
根
強
い
。
こ
れ
は
法
院
に
も
あ
る
〔「
司
法
的
地
方
保
護
主
義
」〕）、
⑦
行
政
機
関
が
人
民
代
表
大
会
の
監
督
活
動
を
通
し
て
個
別
の
事
件
に
関
与
す
る
こ
と
等
は
、
防
止
し
、
あ
る
い
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な 
。
　
こ
の
論
は
、
人
民
代
表
大
会
に
よ
る
法
院
活
動
の
代
替
お
よ
び
監
督
権
の
乱
用
を
抑
止
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
面
は
と
も
か
く
、
今
後
、
司
法
改
革
が
遂
行
さ
れ
、
か
つ
そ
の
成
果
が
定
着
し
た
段
階
で
は
説
得
力
を
も
ち
は
じ
め
る
で
あ
ろ 
。
（
　
） 
「
司
法
機
関
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
人
民
法
院
、
人
民
検
察
院
、
公
安
機
関
（
国
家
安
全
機
関
を
含
む
）、
司
法
行
政
機
関
を
指
す
と
す
る
６０
説
と
、
公
安
機
関
、
司
法
行
政
機
関
は
行
政
執
法
機
関
に
属
し
人
民
政
府
の
職
能
部
門
で
あ
る
と
し
て
、
人
民
法
院
と
人
民
検
察
院
に
限
定
す
る
説
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
は
主
に
人
民
法
院
と
の
関
係
で
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
（
　
） 
最
近
に
お
い
て
も
、
第
一
〇
期
全
人
代
第
四
回
会
議
で
の
全
人
代
常
務
委
員
会
工
作
報
告
（
二
〇
〇
六
年
三
月
九
日
）
に
お
い
て
、
委
員
長
の
呉
６１
邦
国
は
、
中
国
の
人
民
代
表
大
会
制
度
は
西
側
資
本
主
義
国
家
の
「
三
権
鼎
立
」
と
は
本
質
的
に
異
な
り
、
裁
判
機
関
は
人
民
代
表
大
会
の
監
督
を
受
け
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（『
新
華
月
報
』
二
〇
〇
六
年
八
期
、
六
四
頁
）。
ま
た
、
人
民
代
表
大
会
と
の
関
係
で
の
人
民
法
院
の
権
限
の
相
対
性
は
、
南
通
市
経
済
技
術
開
発
区
が
法
院
を
設
立
す
る
の
を
最
高
人
民
法
院
が
承
認
し
た
こ
と
は
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
の
権
限
を
侵
害
す
る
違
憲
違
法
の
行
為
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
（
劉
松
山
「
開
発
区
法
院
是
違
憲
違
法
設
立
的
審
判
機
関
」
『
法
学
』
二
〇
〇
五
年
五
期
、
二
六
頁
以
下
）。
（
　
） 
張
澤
濤
「
個
案
監
督
亟
須
澄
的
三
個
誤
識
」『
法
商
研
究
』
二
〇
〇
五
年
二
期
、
九
五
頁
参
照
。
６２
（
　
） 
同
上
、
九
七
頁
。
６３
（
　
） 
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
方
立
新
「
司
法
改
革
的
動
因
及
其
制
度
設
計
」『
浙
江
大
学
学
報
（
人
文
社
科
版
）』
二
〇
〇
一
年
六
期
、
一
一
６４
（
　
）
６８い
（
　
）
６９う
七
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
二
・
完
）（
土
屋
）
一
頁
、
劉
夢
蘭
「
我
国
司
法
独
立
現
実
体
現
及
其
局
限
」『
湖
南
商
学
院
学
報
』
二
〇
〇
二
年
二
期
、
八
六
頁
等
参
照
。
そ
の
他
、
最
高
人
民
法
院
裁
判
官
の
劉
会
生
が
、
司
法
の
不
公
正
・
腐
敗
の
根
本
原
因
を
現
行
の
法
院
管
理
制
度
に
求
め
、
そ
し
て
そ
の
制
度
の
欠
陥
と
し
て
、
司
法
権
の
地
方
化
、
法
院
内
部
の
管
理
の
行
政
化
、
裁
判
官
の
非
職
業
化
を
あ
げ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
（「
人
民
法
院
管
理
体
制
改
革
的
幾
点
思
考
」『
法
学
研
究
』
二
〇
〇
二
年
三
期
、
一
二
頁
以
下
）。
（
　
） 
た
だ
し
、
現
段
階
で
は
個
別
的
事
件
の
監
督
に
お
い
て
も
「
党
の
統
率
的
指
導
」
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
意
義
も
限
ら
６５
れ
る
。
李
伯
鈞
「
関
於
個
案
監
督
的
幾
個
問
題
」『
法
学
雑
誌
』
一
九
九
九
年
四
期
、
七
頁
参
照
。
（
　
） 
王
凡
「
浅
議
地
方
人
大
的
個
案
監
督
」『
現
代
法
学
』
一
九
九
八
年
一
期
、
九
七
頁
以
下
参
照
。
そ
の
他
、
王
磊
・
前
掲
『
憲
法
的
司
法
化
』（
一
二
６６
二
頁
以
下
）
は
一
〇
種
の
方
式
を
掲
出
し
て
い
る
。
個
別
的
事
件
の
監
督
を
合
憲
と
す
る
張
澤
濤
も
こ
の
見
地
の
範
疇
に
属
す
る
が
、
い
く
ら
か
限
定
的
で
あ
る
。
張
澤
濤
は
、
個
別
的
事
件
の
監
督
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
学
界
で
の
定
義
は
妥
当
で
な
い
と
し
て
、
自
身
は
、「
個
別
的
事
件
の
監
督
は
、
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
、
法
院
が
訴
訟
手
続
に
違
反
し
て
事
件
を
審
理
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
法
院
が
下
し
効
力
の
発
生
し
た
判
決
に
誤
り
が
あ
る
客
観
的
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
裁
判
員
が
私
利
の
た
め
法
を
曲
げ
た
り
収
賄
し
た
り
し
た
こ
と
を
見
出
し
た
場
合
、
監
督
権
の
行
使
を
通
し
て
、
法
院
が
そ
れ
を
是
正
し
、
か
つ
法
定
手
続
に
し
た
が
っ
て
関
係
者
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
を
指
す
。」
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
定
義
に
次
の
条
件
を
付
し
て
い
る
。
①
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
個
別
的
事
件
の
監
督
権
を
発
動
す
る
理
由
は
、
効
力
の
発
生
し
た
判
決
に
誤
り
が
確
実
に
存
在
す
る
こ
と
、
法
院
が
訴
訟
手
続
に
違
反
し
て
事
件
を
処
理
し
た
こ
と
、
裁
判
員
が
私
利
の
た
め
法
を
曲
げ
た
り
収
賄
し
た
り
し
た
こ
と
に
限
ら
れ
る
。
②
個
別
的
事
件
の
監
督
権
は
そ
の
行
使
の
過
程
に
お
い
て
、
た
だ
各
級
の
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
の
集
団
的
名
義
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
り
、
個
々
の
人
民
代
表
大
会
代
表
は
こ
の
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
個
々
の
代
表
が
こ
の
権
力
を
行
使
し
て
い
る
状
況
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
人
民
代
表
大
会
制
度
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
。
③
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
、
個
別
的
事
件
の
監
督
権
を
行
使
す
る
と
き
に
法
院
の
独
立
裁
判
権
に
干
渉
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
は
三
点
が
含
ま
れ
る
。
ま
ず
、
も
し
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
、
法
院
の
判
決
に
誤
り
が
存
在
す
る
と
考
え
て
も
、
判
決
無
効
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
直
接
に
判
決
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
で
き
る
の
は
、
個
別
的
事
件
の
監
督
権
の
行
使
の
名
義
で
も
っ
て
、
法
院
が
裁
判
監
督
手
続
に
従
っ
て
改
め
て
審
理
と
裁
判
を
行
う
よ
う
に
要
求
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
次
に
、
法
院
が
審
理
中
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
状
況
の
相
違
に
応
じ
て
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
も
し
事
件
の
実
体
問
題
に
対
す
る
法
院
の
判
断
が
正
確
で
な
い
と
考
え
て
も
、
自
分
た
ち
の
意
図
に
従
っ
て
審
理
と
裁
判
を
行
う
八
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よ
う
法
院
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
実
体
問
題
に
つ
い
て
自
分
た
ち
の
見
解
を
発
表
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
で
き
る
の
は
、
判
決
が
効
力
を
発
生
し
た
後
に
、
法
院
が
裁
判
監
督
手
続
に
従
っ
て
、
改
め
て
審
理
を
行
う
よ
う
建
議
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
法
院
が
手
続
に
違
反
し
て
事
件
を
審
理
し
た
と
も
し
考
え
れ
ば
、
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
、
個
別
的
事
件
の
監
督
権
の
行
使
の
名
義
で
も
っ
て
法
院
が
そ
れ
を
是
正
し
、
か
つ
関
係
者
の
法
的
責
任
を
追
及
す
る
よ
う
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
も
し
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
、
裁
判
員
が
収
賄
と
か
故
意
に
法
を
曲
げ
て
裁
判
し
た
の
を
見
出
し
た
場
合
、
事
件
が
審
理
中
か
す
で
に
終
結
し
て
い
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
立
件
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
証
拠
調
査
の
結
果
、
事
実
で
あ
れ
ば
、
人
民
代
表
大
会
は
法
に
依
っ
て
そ
の
裁
判
官
を
罷
免
し
、
か
つ
検
察
機
関
に
引
渡
し
刑
事
責
任
を
追
及
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
（
前
掲
「
個
案
監
督
亟
須
澄
的
三
個
誤
識
」
九
六
頁
以
下
）。
（
　
） 
卓
越
『
地
方
人
大
監
督
機
制
研
究
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
九
三
頁
以
下
）
は
、
地
方
の
人
民
代
表
大
会
の
司
法
監
督
の
法
令
上
の
実
６７
践
方
式
と
し
て
、
以
下
を
掲
出
・
説
明
し
て
い
る
。
①
活
動
報
告
の
聴
取
・
審
議
、
②
質
問
、
③
検
査
と
視
察
、
④
特
定
問
題
の
調
査
、
⑤
大
衆
の
来
信
・
来
訪
、
申
立
、
告
発
の
受
理
、
⑥
司
法
機
関
の
活
動
の
評
議
、
⑦
意
見
提
出
、
⑧
執
法
検
査
、
⑨
決
議
・
決
定
、
⑩
罷
免
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
、
二
〇
〇
六
年
制
定
の
「
中
華
人
民
共
和
国
各
級
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
監
督
法
」
で
、
統
一
的
に
規
定
さ
れ
た
。
（
　
） 
王
晨
光
「
論
法
院
依
法
独
立
審
判
和
人
大
対
法
院
個
案
監
督
的
衝
突
及
其
調
整
機
械
制
」『
法
学
』
一
九
九
九
年
一
期
、
二
三
頁
参
照
。
６８
（
　
） 
現
段
階
で
も
、
最
高
人
民
法
院
と
全
国
人
民
代
表
大
会
と
の
関
係
に
限
っ
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
個
別
的
事
件
の
監
督
以
前
に
、
①
全
国
人
民
代
６９
表
大
会
に
対
し
て
最
高
人
民
法
院
の
活
動
報
告
を
要
求
す
る
「
法
院
組
織
法
」、
②
全
人
代
代
表
と
全
人
代
常
務
委
員
会
委
員
が
最
高
人
民
法
院
に
質
問
書
を
提
出
で
き
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
「
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
代
表
法
」
と
「
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
議
事
規
則
」
は
憲
法
の
精
神
に
合
致
し
て
い
な
い
と
す
る
論
が
最
近
、
提
示
さ
れ
て
い
る
（
左
衛
民
、
馮
軍
「
以
監
督
権
為
視
覚
―
最
高
法
院
與
全
国
人
大
関
係
的
若
干
思
考
」『
社
会
科
学
研
究
』
二
〇
〇
五
年
四
期
、
八
二
頁
以
下
）。
第
三
章
　
憲
法
保
障
の
究
極
的
隘
路
第
一
節
　
中
国
共
産
党
の
統
率
的
指
導
権
　
共
産
党
の
統
率
的
指
導
の
不
可
侵
性
は
、
中
国
の
憲
法
保
障
上
の
最
大
か
つ
根
源
的
な
問
題
で
あ
る
。
九
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
二
・
完
）（
土
屋
）
　
国
家
に
対
す
る
共
産
党
の
指
導
権
は
、
一
九
五
四
年
憲
法
で
は
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
「
密
教
」
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
共
産
党
の
指
導
権
が
具
体
的
に
公
然
と
規
定
さ
れ
た
憲
法
が
あ
っ
た
。「
顕
教
」
化
で
あ
る
。
文
化
大
革
命
の
時
期
に
制
定
さ
れ
た
一
九
七
五
年
憲
法
で
あ
る
。「
顕
教
」
化
で
あ
る
（
一
九
七
八
年
憲
法
も
一
定
の
「
顕
教
」
性
を
残
し
て
い
た
）。
　
一
九
七
五
年
憲
法
は
、
序
言
で
な
く
本
文
の
な
か
で
、
国
家
に
対
す
る
共
産
党
の
指
導
権
を
明
記
し
て
い
た
（
第
二
条
、
一
五
条
、
一
六
条
、
一
七
条
、
二
六 
。
共
産
党
の
指
導
権
が
、「
革
命
」
的
状
況
の
も
と
で
「
顕
教
」
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
共
産
党
の
指
導
権
は
、「
改
革
・
開
放
」
路
線
下
の
現
行
の
一
九
八
二
年
憲
法
下
で
再
び
後
景
へ
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
該
憲
法
は
、
中
国
の
社
会
主
義
国
家
建
設
が
共
産
党
の
指
導
下
で
遂
行
さ
れ
る
こ
と
等
を
憲
法
序
言
で
規
定
し
て
い
る
の
み
で
、
本
文
の
な
か
で
は
何
ら
明
文
で
規
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
規
定
の
仕
方
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
も
対
外
的
に
は
、
共
産
党
の
指
導
は
「
主
に
思
想
・
政
治
上
の
も
の
」
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
う
説
明
し
て
い
る
。
だ
が
、
対
内
的
に
は
、
憲
法
の
「
解 
を
通
し
て
、
共
産
党
の
指
導
の
「
顕
教
」
的
内
容
は
い
ま
だ
厳
然
と
維
持
さ
れ
て
い
る
。
　
共
産
党
の
統
率
的
指
導
の
あ
り
よ
う
の
変
革
が
全
く
志
向
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
七
八
年
末
か
ら
の
「
改
革
・
開
放
」
路
線
下
で
、
建
国
後
三
〇
年
に
わ
た
る
国
家
に
対
す
る
共
産
党
の
「
一
元
的
指
導
」
か
ら
「
分
離
式
指
導
」
へ
の
移
行
が
模
索
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
こ
れ
も
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
。
そ
の
後
も
、
共
産
党
の
強
力
な
指
導
下
で
、
複
数
政
党
制
へ
向
け
て
の
「
中
国
民
主
党
」
の
結
成
の
動
き
（
一
九
九
八
年
）
に
対
す
る
弾
圧
、
共
産
党
指
導
者
の
居
住
地
区
「
中
南
海
」
前
で
前
代
未
聞
の
座
り
込
み
（
一
九
九
九
年
）
を
強
行
し
た
宗
教
的
気
功
集
団
「
法
輪
功
」
に
対
す
る
厳
し
い
取
締
り
等
を
行
っ
て
い 
。
　
だ
が
、
西
側
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
浴
び
や
す
い
こ
う
し
た
事
例
と
は
別
次
元
で
の
改
革
の
要
求
も
中
国
内
で
確
実
に
強
ま
っ
て
き
て
い
る
。
一
つ
は
、
法
治
の
確
立
へ
の
改
革
要
求
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
経
済
的
土
台
の
変
移
に
沿
う
改
革
要
求
で
あ
る
。
　
法
治
の
確
立
へ
の
改
革
要
求
と
の
関
連
で
は
、
一
九
七
八
年
末
に
「
改
革
・
開
放
」
路
線
へ
転
換
し
た
あ
と
も
、
長
ら
く
「
法
制
」
と
い
（
　
）
７０条
）
（
　
）
７１釈
」
（
　
）
７２る
一
〇
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
う
概
念
を
用
い
る
の
が
中
国
で
は
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
七
年
九
月
の
共
産
党
第
一
五
回
全
国
代
表
大
会
で
の
報
告
の
な
か
で
、
江
沢
民
は
中
国
の
指
導
者
と
し
て
初
め
て
、「
法
制
」
と
と
も
に
「
法
治
」
と
い
う
概
念
を
正
式
に
用
い 
。
さ
ら
に
、
一
九
九
九
年
三
月
、
第
九
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
二
回
会
議
は
憲
法
を
改
正
し
、「
社
会
主
義
的
法
治
国
家
」（
第
五
条
一
項
）
と
い
う
文
言
を
入
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
憲
法
規
定
を
基
礎
と
し
て
、
一
九
九
九
年
一
一
月
、
国
務
院
は
「
法
に
よ
る
行
政
を
全
面
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
関
す
る
決
定
」
を
発
布
し
、
さ
ら
に
二
〇
〇
四
年
三
月
、
同
じ
く
国
務
院
は
、
今
後
一
〇
年
間
の
法
に
よ
る
行
政
を
全
面
的
に
推
進
す
る
指
導
思
想
、
具
体
的
目
標
、
基
本
原
則
と
要
求
、
主
要
任
務
と
措
置
等
を
規
定
し
た
「
法
に
よ
る
行
政
の
全
面
的
推
進
の
実
施
綱
要
」
を
発
布
し
た
。
当
該
綱
要
は
、「
必
ず
憲
法
の
権
威
を
維
持
し
、
法
制
の
統
一
性
と
政
令
の
通
用
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
お 
、
当
該
綱
要
が
予
定
通
り
現
実
化
さ
れ
て
い
く
と
す
れ
ば
、
法
治
の
確
立
へ
向
け
て
の
一
定
の
基
礎
固
め
の
役
割
を
果
た
し
得
る
で
な
ろ
う
。
　
経
済
的
土
台
の
変
移
に
沿
う
改
革
要
求
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
九
年
の
憲
法
改
正
で
、
非
公
有
制
経
済
が
社
会
主
義
的
市
場
経
済
の
「
重
要
構
成
要
素
」
で
あ
る
と
明
記
さ 
、
ま
た
二
〇
〇
四
年
の
憲
法
改
正
で
、
私
有
財
産
権
が
規
定
さ
れ
た
。
市
場
経
済
化
は
こ
れ
ま
で
中
国
の
経
済
発
展
の
駆
動
力
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
今
後
、「
安
定
・
団
結
」
を
名
目
に
こ
れ
ま
で
先
送
り
さ
れ
て
き
た
「
政
治
体
制
」（
中
国
語
の
「
政
治
体
制
」
は
そ
の
基
礎
た
る
「
政
治
制
度
」
の
具
体
的
表
現
形
態
を
含
意
、「
経
済
体
制
」
と
「
経
済
制
度
」
の
関
係
も
同
様
）
の
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
、
経
済
的
土
台
に
お
け
る
市
場
経
済
の
拡
大
と
政
治
体
制
に
お
け
る
一
党
独
裁
と
の
間
の
矛
盾
は
極
限
に
ま
で
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。「
改
革
・
開
放
」
の
継
続
を
大
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
矛
盾
の
解
消
の
主
た
る
改
革
方
向
の
一
つ
は
、
理
念
的
に
は
、
自
由
・
平
等
競
争
の
市
場
経
済
の
成
熟
化
に
照
応
さ
せ
て
、
政
治
行
為
の
主
体
を
複
数
多
元
化
し
た
民
主
の
普
遍
化
、
制
度
化
お
よ
び
思
想
の
生
産
と
伝
播
の
平
等
な
機
会
を
保
証
す
る
文
化
の
多
元
化
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
ろ 
。
ま
た
、
中
国
は
二
〇
〇
一
年
一
二
月
一
〇
日
に
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
正
式
に
加
盟
し
た
が
、
こ
れ
は
国
内
法
体
制
の
一
定
の
体
系
的
な
変
革
を
必
須
的
に
要
求
す
る
も
の
で
あ 
。
（
　
）
７３た
（
　
）
７４り
（
　
）
７５れ
（
　
）
７６う
（
　
）
７７る
一
一
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
二
・
完
）（
土
屋
）
　
も
っ
と
も
、
一
党
独
裁
制
か
ら
政
権
を
争
う
複
数
政
党
制
へ
の
転
換
は
近
い
将
来
、
予
想
さ
れ
得
な
い
し
、
こ
の
転
換
期
に
生
じ
る
「
権
力
の
空
白
」
に
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
に
堪
え
得
る
諸
条
件
は
い
ま
だ
中
国
で
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
し
て
、
中
国
は
、
今
後
、「
劇
進
的
」
改
革
で
は
な
く
、
現
在
の
国
家
体
制
を
基
本
的
に
維
持
し
な
が
ら
、
そ
の
体
制
内
で
憲
政
主
義
上
の
改
革
を
「
漸
進
的
」
に
時
間
を
か
け
て
積
み
重
ね
て
い
く
方
策
を
志
向
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ 
。
（
　
） 
た
と
え
ば
、
第
二
条
は
「
中
国
共
産
党
は
、
全
中
国
人
民
の
指
導
的
中
核
で
あ
る
。
労
働
者
階
級
は
、
自
己
の
前
衛
で
あ
る
中
国
共
産
党
を
通
し
７０
て
、
国
家
に
対
す
る
指
導
を
実
現
す
る
。」
と
、
第
一
五
条
は
「
中
国
人
民
解
放
軍
と
民
兵
は
、
中
国
共
産
党
が
指
導
す
る
労
働
者
・
農
民
の
子
弟
兵
で
あ
り
、
各
民
族
人
民
の
武
装
力
で
あ
る
。」
と
、
第
一
六
条
は
「
全
国
人
民
代
表
大
会
は
、
中
国
共
産
党
の
指
導
下
の
最
高
国
家
権
力
機
関
で
あ
る
。」
と
規
定
し
て
い
た
。
（
　
） 
具
体
的
に
は
憲
法
序
言
と
憲
法
第
一
条
の
「
解
釈
」
を
通
し
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
憲
法
序
言
の
「
中
国
の
新
民
主
主
義
革
命
の
勝
利
と
社
会
主
７１
義
事
業
の
成
果
は
、
い
ず
れ
も
中
国
の
各
民
族
人
民
が
、
中
国
共
産
党
の
統
率
的
指
導
の
も
と
、
マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
毛
沢
東
思
想
の
導
き
に
基
づ
き
、
・・・・・
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。」「
中
国
の
各
民
族
人
民
は
、
引
き
続
き
中
国
共
産
党
の
統
率
的
指
導
の
も
と
、
・・・・・
わ
が
国
を
富
強
・
民
主
・
文
明
を
そ
な
え
た
社
会
主
義
国
家
に
築
き
上
げ
る
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
文
言
は
、
国
家
に
対
す
る
党
の
統
率
的
指
導
を
説
明
し
て
お
り
、
ま
た
第
一
条
は
「
中
華
人
民
共
和
国
は
、
労
働
者
階
級
の
指
導
す
る
、
労
農
同
盟
を
基
礎
と
し
た
、
人
民
民
主
独
裁
の
社
会
主
義
国
家
で
あ
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
労
働
者
階
級
の
指
導
は
中
国
共
産
党
を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
条
文
は
実
質
上
、
中
国
共
産
党
の
統
率
的
指
導
の
地
位
を
定
め
て
い
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
肖
蔚
雲
・
前
掲
『
論
憲
法
』
七
八
九
頁
参
照
）。
（
　
） 
こ
の
「
法
輪
功
」
取
締
り
は
現
在
ま
で
継
続
し
て
お
り
、
二
〇
〇
二
年
三
月
の
第
九
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
五
回
会
議
に
お
い
て
、
国
務
院
総
７２
理
の
朱
鎔
基
は
、
そ
の
「
政
府
活
動
報
告
」
の
な
か
で
、「『
法
輪
功
』
等
の
邪
教
組
織
と
の
闘
争
を
引
き
続
き
展
開
す
る
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
三
月
の
第
一
〇
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
一
回
会
議
で
の
朱
鎔
基
「
政
府
活
動
報
告
」
も
、「
邪
教
組
織
の
犯
罪
活
動
」
の
取
締
り
と
処
罰
に
言
及
し
て
い
る
。
な
お
、
中
国
で
の
「
法
輪
功
」
＝
「
邪
教
」
論
の
詳
細
は
、
中
国
社
会
科
学
院
「
法
輪
功
」
現
象
綜
合
研
究
課
題
組
『「
法
輪
功
」
現
象
評
析
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。
（
　
） 
こ
れ
よ
り
前
、
江
沢
民
は
小
会
議
で
は
、
一
九
九
六
年
二
月
の
中
共
中
央
主
催
「
法
制
講
座
」
に
お
い
て
｢法
治
｣に
言
及
し
て
い
た
。
な
お
、「
法
７３
（
　
）
７８る
一
二
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
治
」
が
そ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
概
念
が
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
」
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
党
内
で
ま
だ
有
力
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。「
法
制
」
は
制
度
・
方
法
原
則
で
あ
り
、
法
律
と
制
度
あ
る
い
は
法
律
制
度
、
お
よ
び
「
法
に
依
拠
し
て
事
を
処
理
す
る
」
と
い
う
方
法
原
則
す
な
わ
ち
「
依
拠
す
べ
き
法
が
あ
る
こ
と
、
法
が
あ
れ
ば
必
ず
依
拠
す
る
こ
と
、
法
の
執
行
は
必
ず
厳
格
で
あ
る
こ
と
、
法
に
違
反
す
れ
ば
必
ず
追
及
す
る
こ
と
」（「
有
法
可
依
、
有
法
必
依
、
執
法
必
厳
、
違
法
必
究
」）
と
い
う
原
則
を
含
む
。「
法
治
」
は
制
度
・
方
法
原
則
を
も
含
む
が
、「
人
治
」
と
の
対
比
で
用
い
ら
れ
、
か
つ
「
民
主
」「
人
権
」
の
価
値
原
理
と
結
合
し
て
い
る
。
（
　
） 
当
該
綱
要
の
意
義
の
詳
し
い
説
明
は
、
曹
康
泰
「
認
真
貫
徹
『
全
面
推
進
依
法
行
政
実
施
綱
要
』
建
設
法
治
政
府
、
構
建
和
諧
社
会
」『
中
国
法
律
７４
年
鑑
（
二
〇
〇
五
年
）』
三
八
頁
以
下
参
照
。
（
　
） 
市
場
化
と
の
関
連
で
は
、
一
九
九
九
年
の
憲
法
改
正
で
、
社
会
主
義
的
市
場
経
済
の
単
な
る
「
実
行
」
で
は
な
く
、「
発
展
」
と
い
う
文
言
が
序
言
７５
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
　
） 
楊
海
坤
「
中
国
走
向
憲
政
之
路
」『
安
徽
大
学
法
律
評
論
』
二
〇
〇
一
年
第
一
巻
、
八
頁
以
下
参
照
。
当
該
論
文
は
、
ま
た
、
中
国
共
産
党
が
自
己
７６
改
革
し
て
、「
党
の
統
率
的
指
導
下
の
憲
政
」
か
ら
「
憲
政
体
制
下
の
党
の
統
率
的
指
導
」
へ
向
か
う
べ
き
こ
と
も
論
じ
て
い
る
。
そ
の
他
の
改
革
論
に
つ
い
て
は
、
常
健
『
当
代
中
国
権
利
規
範
的
転
型
』
天
津
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
章
～
九
章
、
張
千
帆
「
憲
政
、
法
治
與
経
済
発
展
ー
一
個
初
歩
的
理
論
框
架
」『
同
済
大
学
学
報
（
社
科
版
）』
二
〇
〇
五
年
二
期
、
八
〇
頁
以
下
。
（
　
） 
こ
の
こ
と
を
考
察
し
た
論
稿
は
少
な
く
な
い
が
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
当
面
、
李
歩
雲
、
江
平
主
編
『
Ｗ
Ｔ
Ｏ
與
中
国
法
制
建
設
』
中
国
方
７７
正
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
程
宝
庫
『
Ｗ
Ｔ
Ｏ
與
中
国
的
法
治
建
設
』
天
津
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
等
を
参
照
。
中
国
で
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
評
価
す
る
論
が
今
の
と
こ
ろ
支
配
的
で
あ
る
が
、
し
か
し
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」（
中
国
語
で
「
全
球
化
」）
は
経
済
的
、
政
治
的
、
文
化
的
に
重
い
問
題
を
内
包
し
て
お
り
、
中
国
も
早
晩
、
先
鋭
化
し
た
矛
盾
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
（
　
） 
こ
の
こ
と
と
、
中
国
が
一
九
九
九
年
の
憲
法
改
正
で
、
社
会
主
義
の
初
級
段
階
の
「
長
期
性
」
を
序
言
に
規
定
し
た
こ
と
は
無
関
係
で
は
な
い
。
７８
ま
た
、「
漸
進
的
」
改
革
と
の
関
連
で
は
、
中
国
の
現
実
を
「
基
本
的
国
情
」
と
認
識
し
て
、
そ
れ
を
前
提
に
議
論
す
る
と
い
う
方
法
論
が
中
国
で
は
有
力
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
時
差
」
論
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
憲
法
と
西
側
の
国
家
の
憲
法
に
は
「
時
差
」
が
あ
り
、
こ
の
差
異
は
、
主
に
法
治
観
念
、
民
主
の
実
践
、
憲
法
観
念
、
憲
法
原
則
、
憲
法
本
文
、
憲
法
の
司
法
適
用
等
に
表
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
西
側
の
国
家
で
は
解
決
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
で
は
い
ま
だ
解
決
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
時
差
を
真
剣
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
論
で
あ
る
（
胡
一
三
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
二
・
完
）（
土
屋
）
錦
光
、
陳
雄
「
関
於
中
国
憲
法
学
研
究
方
法
的
思
考
」『
浙
江
学
刊
』
二
〇
〇
五
年
四
期
、
一
三
六
頁
）。
こ
の
「
時
差
」
論
は
重
要
な
視
点
で
は
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
現
実
の
「
弁
明
」
と
な
り
か
ね
な
い
性
質
の
も
の
で
も
あ
る
。
第
二
節
　
中
国
共
産
党
と
憲
法
制
定
・
改
正
の
建
議
権
　
中
国
で
は
、
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
樹
立
後
か
ら
今
日
ま
で
、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
共
同
綱
領
（
臨
時
憲
法
）
を
含
め
て
五
種
の
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
条
文
の
部
分
的
改
正
は
、
一
九
七
八
年
憲
法
下
で
二
回
、
現
行
の
一
九
八
二
年
憲
法
下
で
四
回
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
制
定
と
改
正
の
建
議
は
す
べ
て
中
国
共
産
党
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
家
の
「
根
本
大
法
」
た
る
憲
法
の
制
定
と
改
正
の
建
議
権
を
中
国
共
産
党
が
掌
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
憲
法
制
定
・
改
正
建
議
権
は
中
国
共
産
党
の
統
率
的
指
導
権
に
含
ま
れ
る
最
も
重
要
な
権
限
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
該
権
限
の
憲
法
上
の
明
文
規
定
は
、
過
去
も
現
在
も
な
く
、
一
九
五
四
年
憲
法
の
制
定
以
来
の
「
中
国
の
憲
法
慣 
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
憲
法
制
定
・
改
正
の
建
議
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
現
行
の
一
九
八
二
年
憲
法
の
制
定
と
最
新
の
二
〇
〇
四
年
の
憲
法
改
正
の
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
を
素
材
と
し
て
、
具
体
的
に
み
て
み
る
。
（
１
）
一
九
八
二
年
憲
法
の
制
定
過
程
　
一
九
七
八
年
一
二
月
、
中
国
共
産
党
は
第
一
一
期
中
央
委
員
会
第
三
回
総
会
（
一
一
期
三
中
全
会
）
を
開
催
し
、
そ
の
会
議
で
、
そ
れ
ま
で
の
「
階
級
闘
争
を
か
な
め
と
す
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
使
用
を
停
止
し
て
、
活
動
の
重
点
を
社
会
主
義
的
現
代
化
の
建
設
に
移
す
こ
と
を
決
定
し
た
。
一
九
八
一
年
六
月
、
党
は
第
一
一
期
中
央
委
員
会
第
六
回
総
会
で
、
建
国
以
来
の
社
会
主
義
革
命
と
社
会
主
義
建
設
の
経
験
・
教
訓
を
、
と
り
わ
け
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
」
の
経
験
・
教
訓
を
全
面
的
に
総
括
し
、
建
国
以
来
の
多
く
の
重
大
な
歴
史
的
問
（
　
）
７９例
」
一
四
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
題
に
対
し
て
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
し 
。
そ
う
し
て
、
一
九
八
二
年
九
月
の
党
の
第
一
二
回
全
国
代
表
大
会
は
社
会
主
義
的
現
代
化
の
建
設
の
新
局
面
を
全
面
的
に
切
り
開
く
と
い
う
戦
略
的
政
策
を
確
定
し
た
。
現
行
憲
法
は
こ
の
大
変
動
の
時
期
に
制
定
さ
れ
た
。
　
現
行
憲
法
制
定
の
具
体
的
な
過
程
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
一
九
七
八
年
憲
法
の
第
二
次
部
分
的
改
正
の
直
後
の
一
九
八
〇
年
九
月
、
中
共
中
央
は
、
第
五
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
三
回
会
議
に
対
し
て
「
憲
法
改
正
お
よ
び
憲
法
改
正
委
員
会
の
設
立
に
関
す
る
建
議
」
を
提
出
し
、
憲
法
改
正
の
作
業
に
責
任
を
負
う
憲
法
改
正
委
員
会
の
設
立
を
決
定
し
た
。
　
当
該
委
員
会
は
、
党
中
央
の
各
部
門
、
国
務
院
、
最
高
人
民
法
院
、
最
高
人
民
検
察
院
、
各
民
主
党
派
、
各
人
民
団
体
、
各
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
お
よ
び
各
方
面
の
広
汎
な
意
見
を
聴
取
・
研
究
し
た
あ
と
、
一
九
八
二
年
二
月
、「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
改
正
草
案
（
討
論
稿
）」
を
提
出
し
た
。
こ
の
草
案
が
党
中
央
書
記
処
の
討
議
・
修
正
と
党
中
央
政
治
局
の
原
則
的
承
認
を
経
た
あ
と
、
憲
法
改
正
委
員
会
第
二
回
会
議
は
さ
ら
に
草
案
に
討
議
・
修
正
を
加
え
る
と
同
時
に
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
委
員
、
全
国
政
治
協
商
会
議
委
員
、
中
央
各
部
門
、
各
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
が
提
出
し
た
修
正
意
見
を
参
考
の
う
え
、
憲
法
改
正
草
案
（
改
正
稿
）
を
作
成
し
た
。
こ
れ
が
党
中
央
書
記
処
の
原
則
的
承
認
を
経
た
あ
と
、
憲
法
改
正
委
員
会
第
三
回
会
議
は
、
更
な
る
討
議
・
修
正
の
あ
と
、「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
改
正
草
案
」
を
採
択
し
た
。
　
同
年
四
月
、
第
五
期
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
第
二
三
回
会
議
は
憲
法
改
正
草
案
を
公
布
し
、
全
国
の
討
論
に
付
し
た
。
四
ヶ
月
余
の
討
論
を
経
て
、
八
月
に
討
論
は
終
結
し
た
。
そ
こ
で
提
示
さ
れ
た
各
意
見
・
建
議
に
つ
い
て
、
憲
法
改
正
委
員
会
は
第
四
回
会
議
、
第
五
回
会
議
を
開
催
し
て
討
議
・
研
究
し
、
最
終
的
に
修
正
し
た
「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
改
正
草
案
」
を
作
成
し
、
こ
れ
を
第
五
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
五
回
会
議
の
審
議
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
　
一
九
八
二
年
一
二
月
四
日
、
第
五
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
五
回
会
議
は
総
会
を
開
き
、「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
」
を
表
決
・
採
択
し
（
　
）
８０た
一
五
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
二
・
完
）（
土
屋
）
た
。
代
表
は
合
わ
せ
て
三
四
二
一
人
で
、
こ
の
う
ち
出
席
投
票
者
は
三
〇
四
〇
人
、
賛
成
三
〇
三
七
票
、
棄
権
三
票
で
あ
っ
た
。
（
２
）
二
〇
〇
四
年
の
憲
法
改
正
過
 
　
二
〇
〇
四
年
の
改
正
過
程
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
に
対
す
る
そ
れ
ま
で
三
回
の
改
正
過
程
と
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
は
、
先
ず
改
正
案
を
作
成
し
、
そ
の
後
で
改
正
案
に
対
す
る
各
方
面
の
意
見
を
求
め
た
が
、
今
回
は
、
先
ず
広
く
意
見
を
求
め
、
そ
の
後
で
改
正
案
を
作
成
し
た
。
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
の
憲
法
改
正
建
議
は
、
中
共
中
央
政
治
局
の
討
論
後
に
全
人
代
常
務
委
員
会
に
対
し
て
提
出
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
建
議
は
、
中
共
中
央
政
治
局
の
討
論
後
、
党
中
央
委
員
会
総
会
の
審
議
を
経
て
、
全
人
代
常
務
委
員
会
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
。
第
三
に
、
こ
れ
ま
で
の
憲
法
改
正
は
、
中
共
中
央
が
憲
法
改
正
建
議
を
提
出
し
て
か
ら
全
人
代
が
憲
法
改
正
案
を
採
択
す
る
ま
で
、
文
言
は
一
字
も
改
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
（
一
九
九
九
年
の
第
三
回
の
改
正
時
に
全
人
代
会
議
上
で
代
表
連
名
に
よ
る
補
充
改
正
案
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
）、
今
回
の
全
人
代
会
議
の
審
議
に
お
い
て
は
、
重
要
部
分
で
な
い
に
し
て
も
、
代
表
た
ち
が
提
出
し
た
意
見
に
も
と
づ
い
て
、
憲
法
改
正
案
（
草
案
）
の
文
言
の
一
部
修
正
が
行
わ
れ
た
。
　
こ
れ
ら
は
、
憲
法
改
正
の
手
続
き
の
面
に
お
け
る
「
民
主
化
」
志
向
の
一
つ
の
表
わ
れ
と
し
て
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
他
方
で
、
中
共
中
央
は
、
憲
法
改
正
案
の
内
容
が
ほ
ぼ
集
約
さ
れ
て
き
た
二
〇
〇
三
年
九
月
、
メ
デ
ィ
ア
、
大
学
、
研
究
所
等
が
憲
法
改
正
問
題
に
つ
い
て
自
由
な
報
道
、
意
見
発
表
等
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
内
部
通
達
を
出
し
た
。
こ
う
し
た
硬
軟
の
方
策
の
同
時
遂
行
は
、
党
指
導
部
が
い
わ
ゆ
る
「
漸
進
式
改
革
」
を
堅
持
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
今
回
の
憲
法
改
正
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
過
程
で
行
わ
れ
た
。
　
二
〇
〇
二
年
一
二
月
、
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
は
「
二
〇
〇
三
年
活
動
要
点
」
の
な
か
で
、
新
し
い
情
勢
下
で
の
党
と
国
家
の
事
業
の
発
展
の
要
求
に
も
と
づ
い
て
、
憲
法
改
正
活
動
に
着
手
す
る
こ
と
を
提
示
。
（
　
）
８１程
一
六
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
　
二
〇
〇
三
年
三
月
初
旬
、
党
総
書
記
の
胡
錦
濤
が
、
憲
法
改
正
活
動
を
速
や
か
に
開
始
す
る
よ
う
に
指
示
。
　
三
月
二
七
日
、
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
の
会
議
は
、
憲
法
改
正
活
動
の
研
究
と
配
置
を
行
い
、
憲
法
改
正
上
の
総
原
則
を
確
定
。
こ
れ
は
、
憲
法
改
正
の
全
過
程
に
お
い
て
党
の
指
導
を
真
剣
に
強
化
し
、
民
主
を
十
分
に
発
揚
し
、
各
方
面
の
意
見
を
広
範
に
聴
取
し
、
厳
格
に
法
に
依
っ
て
処
理
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
、
お
よ
び
全
人
代
常
務
委
員
会
委
員
長
の
呉
邦
国
を
組
長
と
す
る
「
中
央
憲
法
改
正
小
組
」
を
成
立
さ
せ
、
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
の
指
導
下
で
活
動
を
行
う
こ
と
、
で
あ
る
。
　
四
月
初
旬
、
中
共
中
央
は
憲
法
改
正
に
対
す
る
意
見
を
広
く
求
め
る
通
知
を
発
し
、
各
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
党
組
織
が
調
査
・
研
究
に
も
と
づ
き
、
当
該
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
党
委
員
会
の
常
務
委
員
会
の
討
論
を
経
て
中
央
へ
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
　
五
月
下
旬
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
中
央
憲
法
改
正
小
組
は
、
上
海
、
成
都
、
北
京
に
お
い
て
六
回
の
座
談
会
を
開
催
し
、
各
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
党
組
織
の
責
任
者
、
中
央
党
組
織
の
各
部
・
委
員
会
と
国
家
機
関
の
各
部
・
委
員
会
の
責
任
者
、
一
部
の
大
型
国
有
企
業
と
私
営
企
業
の
責
任
者
、
法
学
と
経
済
学
の
専
門
家
の
意
見
を
聴
取
し
、
ま
た
全
国
人
民
代
表
大
会
代
表
、
全
国
政
治
協
商
会
議
委
員
お
よ
び
一
部
の
理
論
活
動
担
当
者
の
憲
法
改
正
に
対
す
る
意
見
を
整
理
し
、
さ
ら
に
世
界
の
主
要
国
の
憲
法
の
関
連
規
定
を
調
査
・
研
究
。
こ
れ
ら
を
基
礎
に
し
て
、
中
央
憲
法
改
正
小
組
は
、
憲
法
の
一
部
の
内
容
を
改
正
す
る
こ
と
に
関
す
る
建
議
を
立
案
（「
草
案
意
見
収
集
稿
」）。
こ
の
草
案
意
見
収
集
稿
を
、
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
と
中
共
中
央
政
治
局
会
議
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
月
三
一
日
、
八
月
一
一
日
に
原
則
的
に
承
認
。
　
八
月
一
八
日
、
中
共
中
央
は
、
草
案
意
見
収
集
稿
を
各
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
党
委
員
会
、
中
央
党
組
織
の
各
部
・
委
員
会
、
国
家
機
関
各
部
・
委
員
会
の
党
組
織
、
軍
事
委
員
会
総
政
治
部
、
各
人
民
団
体
党
組
織
に
発
出
し
、
意
見
を
求
め
る
。
　
八
月
二
八
日
、
胡
錦
濤
は
、
各
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
合
会
の
責
任
者
、
無
党
派
人
士
と
座
談
会
を
主
催
し
意
見
を
求
め
る
。
一
七
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
二
・
完
）（
土
屋
）
　
九
月
一
二
日
、
中
央
憲
法
改
正
小
組
は
、
一
部
の
理
論
活
動
担
当
者
、
法
学
専
門
家
、
経
済
学
専
門
家
と
座
談
会
を
主
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
聴
取
。
　
中
央
憲
法
改
正
小
組
は
、
各
地
方
、
各
部
門
、
各
方
面
の
意
見
と
建
議
に
も
と
づ
い
て
逐
条
的
に
研
究
し
、
草
案
意
見
収
集
稿
に
対
し
て
修
正
と
補
充
を
加
え
る
。
　
九
月
一
八
日
の
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
、
お
よ
び
九
月
二
九
日
の
中
共
中
央
政
治
局
会
議
に
お
け
る
審
議
・
同
意
を
経
て
、
「
憲
法
の
一
部
の
内
容
を
改
正
す
る
こ
と
に
関
す
る
中
共
中
央
の
建
議
（
草
案
討
論
稿
）」
を
作
成
。
　
一
〇
月
一
一
日
、
党
第
一
六
期
中
央
委
員
会
第
三
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
呉
邦
国
が
「
憲
法
の
一
部
の
内
容
を
改
正
す
る
こ
と
に
関
す
る
中
共
中
央
の
建
議
（
草
案
討
論
稿
）」
に
つ
い
て
説
明
。
同
月
一
四
日
、
総
会
は
「
憲
法
の
一
部
の
内
容
を
改
正
す
る
こ
と
に
関
す
る
中
共
中
央
の
建
議
」
を
採
択
。
　
一
二
月
一
二
日
、
党
中
央
委
員
会
は
、
全
人
代
常
務
委
員
会
が
法
の
定
め
る
手
続
き
に
し
た
が
っ
て
、
憲
法
改
正
案
議
案
を
第
一
〇
期
全
人
代
第
二
回
会
議
の
審
議
の
た
め
に
提
出
す
る
こ
と
を
建
議
。
　
一
二
月
一
六
日
、
第
一
〇
期
全
人
代
常
務
委
員
会
第
一
〇
回
委
員
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、「
憲
法
の
一
部
の
内
容
を
改
正
す
る
こ
と
に
関
す
る
中
共
中
央
の
建
議
」
を
審
議
す
る
た
め
、
そ
れ
を
第
一
〇
期
全
人
代
常
務
委
員
会
第
六
回
会
議
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
。
　
一
二
月
二
二
日
、
第
一
〇
期
全
人
代
常
務
委
員
会
第
六
回
会
議
（
一
二
月
二
二
日
～
二
七
日
）
の
審
議
の
た
め
に
提
出
。
全
人
代
常
務
委
員
会
副
委
員
長
の
王
兆
国
が
憲
法
改
正
の
建
議
に
関
し
て
説
明
。
　
同
会
議
は
、
憲
法
第
六
四
条
が
規
定
す
る
憲
法
改
正
の
手
続
き
に
照
ら
し
、「
憲
法
の
一
部
の
内
容
を
改
正
す
る
こ
と
に
関
す
る
中
共
中
央
の
建
議
」
を
基
礎
と
し
て
、「
憲
法
改
正
案
（
草
案
）」
を
作
成
。　
　
一
二
月
二
七
日
、
会
議
に
出
席
し
た
一
五
三
名
の
常
務
委
員
会
委
員
は
満
票
で
、
憲
法
改
正
案
（
草
案
）
を
採
択
し
、
こ
れ
を
第
一
〇
期
一
八
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
全
人
代
第
二
回
会
議
で
の
審
議
の
た
め
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
。
　
二
〇
〇
四
年
三
月
五
日
～
一
四
日
、
第
一
〇
期
全
人
代
第
二
回
会
議
を
開
催
。
三
月
八
日
、
王
兆
国
が
、
同
会
議
上
で
、「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
改
正
案
（
草
案
）」
に
関
し
て
説
明
。
こ
の
審
議
に
お
い
て
、
憲
法
改
正
案
（
草
案
）
の
文
言
の
一
部
を
修
正
。
三
月
一
四
日
、
同
会
議
は
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
憲
法
改
正
案
を
採
択
。
無
記
名
投
票
の
結
果
、
配
布
二
九
〇
三
票
、
回
収
二
八
九
一
票
、
有
効
二
八
九
〇
票
、
こ
の
う
ち
賛
成
二
八
六
三
票
、
反
対
一
〇
票
、
棄
権
一
七
票
。
　　
以
上
か
ら
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
中
国
共
産
党
が
掌
握
し
て
い
る
の
は
憲
法
制
定
・
改
正
の
建
議
権
の
み
で
な
く
、
建
議
さ
れ
た
あ
と
の
制
定
・
改
正
の
過
程
に
お
い
て
も
、
修
正
案
の
処
理
を
含
め
て
、
中
国
共
産
党
が
一
貫
し
て
統
率
的
に
指
導
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
中
国
共
産
党
の
新
た
な
政
策
・
方
針
の
提
示
と
憲
法
の
制
定
・
改
正
と
の
不
可
分
性
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
憲
法
の
制
定
は
、
一
九
七
八
年
一
二
月
か
ら
の
「
改
革
・
開
放
」
政
策
へ
の
大
転
回
お
よ
び
一
九
八
一
年
六
月
の
「
建
国
以
来
の
党
の
若
干
の
歴
史
的
問
題
に
関
す
る
決
議
」
と
不
可
分
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
こ
の
一
九
八
二
年
憲
法
は
、
一
九
八
八
年
四
月
、
一
九
九
三
年
三
月
、
一
九
九
九
年
三
月
、
二
〇
〇
四
年
三
月
に
一
部
改
正
さ
れ
た
。
ほ
ぼ
五
～
六
年
ご
と
に
改
正
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
五
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
中
国
共
産
党
の
全
国
代
表
大
会
に
対
応
し
て
い 
。
つ
ま
り
、
党
の
全
国
代
表
大
会
で
決
定
さ
れ
た
新
し
い
政
策
、
方
針
に
も
と
づ
い
て
国
家
の
根
本
大
法
が
改
正
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
憲
法
上
の
手
続
き
を
通
し
て
、「
党
の
意
志
」
が
「
国
家
の
意
志
」
へ
昇 
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
要
す
る
に
、
中
国
共
産
党
が
憲
法
そ
の
も
の
に
対
す
る
最
大
・
最
上
の
「
監
督
権
」
を
掌
握
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
有
力
の
憲
法
学
者
の
許
崇
徳
も
、「
中
国
共
産
党
が
な
け
れ
ば
社
会
主
義
の
新
中
国
は
な
く
、
人
民
の
根
本
的
意
志
を
表
す
憲
法
は
あ
り
得
な
い
。
中
国
で
は
、
共
産
党
を
除
い
て
、
い
か
な
る
政
党
も
、
人
民
を
指
導
し
て
新
中
国
を
建
立
し
、
社
会
主
義
の
憲
法
を
制
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
（
　
）
８２る
（
　
）
８３華
一
九
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
二
・
完
）（
土
屋
）
た
め
、
中
国
共
産
党
の
統
率
的
指
導
は
憲
法
の
制
定
・
改
正
の
成
功
の
鍵
で
あ 
 
と
断
じ
る
。
　
し
か
し
、
中
国
共
産
党
の
統
率
的
指
導
の
絶
対
性
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
下
で
、
少
な
く
と
も
学
説
上
で
は
異
議
が
呈
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
節
の
中
国
共
産
党
は
憲
法
監
督
の
対
象
と
な
り
得
る
か
と
い
う
問
題
と
関
係
し
て
い
る
。
（
　
） 
韓
大
元
編
著
『
一
九
五
四
年
憲
法
與
新
中
国
憲
政
』
湖
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
五
〇
二
頁
。
７９
（
　
） 
こ
れ
が
、「
建
国
以
来
の
党
の
若
干
の
歴
史
的
問
題
に
関
す
る
決
議
」（
一
九
八
一
年
六
月
二
七
日
）
で
あ
る
。
こ
の
決
議
の
内
容
と
詳
細
な
注
釈
８０
は
、
中
共
中
央
文
献
研
究
室
『
関
於
建
国
以
来
党
的
若
干
歴
史
問
題
敵
決
議
注
釈
本
（
修
訂
）』（
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。　
　
　
　
（
　
） 
こ
の
改
正
過
程
の
詳
細
は
、
土
屋
英
雄
「
中
国
の
憲
法
改
正
」
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
二
〇
〇
四
年
九
月
８１
号
、
六
〇
頁
以
下
参
照
。
（
　
） 
一
九
八
七
年
の
党
第
一
三
回
全
国
代
表
大
会
→
一
九
八
八
年
の
憲
法
改
正
、
一
九
九
二
年
の
党
第
一
四
回
全
国
代
表
大
会
→
一
九
九
三
年
の
憲
法
８２
改
正
、
一
九
九
七
年
の
党
第
一
五
回
全
国
代
表
大
会
→
一
九
九
九
年
の
憲
法
改
正
、
二
〇
〇
二
年
の
党
第
一
六
回
全
国
代
表
大
会
→
二
〇
〇
四
年
の
憲
法
改
正
。
（
　
） 
韓
大
元
・
前
掲
『
一
九
五
四
年
憲
法
與
新
中
国
憲
政
』
五
〇
二
頁
参
照
。
８３
（
　
） 
許
崇
徳
・
前
掲
『
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
史
』
八
七
七
頁
。
８４
第
三
節
　
中
国
共
産
党
は
憲
法
監
督
の
対
象
と
な
り
得
る
か
　
中
国
共
産
党
は
憲
法
監
督
の
対
象
と
な
り
得
る
か
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
上
で
は
憲
法
監
督
権
を
有
す
る
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
常
務
委
員
会
は
、
政
治
上
の
被
指
導
者
と
し
て
、
政
治
上
の
指
導
者
た
る
中
国
共
産
党
（
そ
の
活
動
お
よ
び
そ
れ
が
制
定
す
る
規
範
的
文
書
）
を
監
督
で
き
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
肯
定
説
と
否
定
説
が
あ
る
が
、
学
界
の
多
数
説
は
前
者
で
あ 
。
（
　
）
８４る
」
（
　
）
８５る
二
〇
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
（
１
）
肯
定
説
の
根
 
。
　
①
中
国
共
産
党
と
民
主
党
派
の
間
に
は
政
治
上
の
指
導
と
被
指
導
の
関
係
が
あ
る
が
、
共
産
党
は
民
主
党
派
に
対
し
て
「
長
期
共
存
、
相
互
監
督
」
の
方
針
を
と
っ
て
お
り
、
共
産
党
は
民
主
党
派
を
監
督
す
る
と
同
時
に
民
主
党
派
の
監
督
を
受
け
る
。
　
②
共
産
党
は
労
働
者
階
級
の
前
衛
隊
で
あ
り
、
労
働
者
階
級
と
労
働
者
階
級
を
代
表
と
す
る
広
大
な
人
民
の
利
益
以
外
に
自
身
の
特
殊
な
利
益
を
も
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
共
産
党
は
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
集
中
的
に
体
現
な
い
し
代
表
す
る
全
国
各
民
族
人
民
の
意
思
と
利
益
に
違
背
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
全
国
人
民
を
代
表
し
て
国
家
権
力
を
行
使
す
る
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
共
産
党
に
対
し
て
監
督
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
③
マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
指
導
と
し
て
全
国
人
民
の
最
大
利
益
の
実
現
の
追
求
を
出
発
点
と
す
る
共
産
党
は
、
人
民
が
自
身
の
国
家
権
力
機
関
を
通
し
て
監
督
を
行
う
と
い
う
道
理
を
決
し
て
恐
れ
な
い
。
　
④
中
華
人
民
共
和
国
の
一
切
の
権
力
は
人
民
に
属
し
、
人
民
は
そ
の
代
表
た
る
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
を
通
し
て
権
力
を
行
使
し
、
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
人
民
に
責
任
を
負
い
、
人
民
の
監
督
を
受
け
る
。
こ
の
関
係
上
、
人
民
代
表
大
会
の
そ
の
他
の
国
家
機
関
に
対
す
る
監
督
は
実
質
上
、
国
家
機
関
に
対
す
る
人
民
の
監
督
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
の
共
産
党
に
対
す
る
監
督
は
、
実
際
上
、
人
民
の
党
組
織
に
対
す
る
監
督
で
あ
る
。
こ
の
憲
法
上
の
根
拠
は
、
憲
法
第
五
条
、
第
六
二
条
二
号
、
第
六
七
条
一
号
で
あ
る
。
　
⑤
建
国
以
来
の
経
験
・
教
訓
は
、
共
産
党
に
対
す
る
有
効
な
監
督
の
樹
立
は
国
家
の
安
定
・
団
結
を
保
証
し
、
文
化
大
革
命
の
悲
劇
の
再
来
を
避
け
る
重
要
な
保
証
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
深
刻
に
表
し
て
い
る
。
　
⑥
共
産
党
の
規
約
も
、
党
は
必
ず
憲
法
と
法
律
の
範
囲
内
で
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。
　
⑦
共
産
党
は
実
際
上
、
中
国
の
政
治
生
活
に
お
け
る
決
定
的
な
力
で
あ
り
、
そ
れ
が
違
憲
の
行
為
を
し
た
場
合
、
憲
法
の
権
威
に
対
す
る
（
　
）
８６拠
二
一
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
二
・
完
）（
土
屋
）
破
壊
が
生
み
出
す
影
響
は
巨
大
で
あ
り
、
こ
れ
は
他
の
国
家
機
関
、
社
会
組
織
の
影
響
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
（
２
）
否
定
説
の
根
 
。
　
①
憲
法
の
規
定
か
ら
み
て
、
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
、
そ
れ
ら
が
選
出
な
い
し
任
命
し
て
創
出
し
た
国
家
機
関
お
よ
び
そ
の
人
員
に
対
し
て
監
督
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
り
、
党
の
組
織
は
決
し
て
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
よ
っ
て
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
、
憲
法
監
督
の
対
象
に
共
産
党
を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
②
憲
法
第
五
条
の
規
定
（
憲
法
と
法
律
に
違
背
す
る
一
切
の
行
為
は
必
ず
追
及
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
は
、
た
だ
一
般
的
、
原
則
的
に
規
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
こ
と
か
ら
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
共
産
党
を
監
督
で
き
る
と
い
う
結
論
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
③
憲
法
第
五
条
が
規
定
し
て
い
る
の
は
「
追
及
」
で
あ
っ
て
「
監
督
」
で
は
な
い
。
　
④
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
共
産
党
を
監
督
で
き
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
は
、「
以
党
代
政
」「
党
政
不
分
」
を
認
め
る
こ
と
に
等
し
い
。
党
組
織
の
文
書
、
決
議
は
た
と
え
誤
り
が
あ
っ
た
り
違
憲
の
内
容
で
あ
っ
て
も
、
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
、
直
接
に
取
消
し
た
り
、
無
効
を
宣
布
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
た
だ
批
判
・
建
議
を
提
出
し
、
党
の
組
織
自
身
に
よ
っ
て
訂
正
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ 
。
　
以
上
の
肯
定
説
、
否
定
説
の
う
ち
、
党
の
統
率
的
指
導
の
具
体
的
権
力
性
に
重
点
を
置
く
と
、
肯
定
説
が
説
得
力
を
有
し
て
い
る
が
、
憲
法
の
構
造
と
規
定
の
形
式
面
に
重
点
を
置
く
と
、
否
定
説
が
説
得
力
を
有
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
「
現
行
の
憲
法
監
（
　
）
８７拠
（
　
（
８８る
二
二
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
督
制
度
」
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
党
を
憲
法
監
督
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
　
も
っ
と
も
、
党
が
憲
法
監
督
の
対
象
に
な
り
得
る
か
ど
う
か
の
問
題
は
、
単
に
憲
法
監
督
の
シ
ス
テ
ム
の
み
に
関
わ
る
も
の
で
な
く
、
根
源
的
に
は
国
家
体
制
そ
の
も
の
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
党
を
憲
法
監
督
の
対
象
と
す
る
可
能
性
は
、
国
家
体
制
の
改
革
の
可
能
性
と
不
可
分
で
あ
る
。
そ
の
改
革
の
一
つ
の
方
向
は
、
党
を
憲
法
の
枠
組
み
内
の
指
導
的
国
家
機
関
と
正
式
に
位
置
づ
け
た
あ
と
で
、
党
を
憲
法
監
督
の
対
象
と
す
る
と
い
う
そ
れ
で
あ
る
。
　
他
方
で
、
党
を
憲
法
監
督
の
対
象
と
し
な
い
方
向
で
の
改
革
も
あ
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
「
一
党
独
裁
体
制
」（
共
産
党
と
国
家
の
癒
着
、
国
家
に
対
す
る
共
産
党
の
直
接
的
指
導
と
い
う
「
権
力
的
体
制
」）
を
、
体
制
内
の
改
革
の
積
み
重
ね
を
通
し
て
、
中
期
的
に
、「
一
党
支
配
体
制
」（
共
産
党
と
国
家
の
組
織
的
・
人
的
分
離
、
国
家
に
対
す
る
間
接
的
指
導
と
い
う
「
権
威
的
体
制
」）
へ
移
行
さ
せ
、
そ
し
て
こ
の
体
制
下
で
、
長
期
的
に
は
、
執
政
党
た
る
共
産
党
の
地
位
を
維
持
し
な
が
ら
の
複
数
政
党
の
容
認
と
い
う
「
一
党
優
位
体
制
」
へ
変
移
、
全
国
人
民
代
表
大
会
の
名
実
共
の
「
最
高
の
国
家
権
力
機
関
」
化
、
統
一
戦
線
組
織
た
る
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
の
人
民
代
表
大
会
に
次
ぐ
「
第
二
院
」
化
、
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
こ
う
し
た
共
産
党
と
国
家
の
分
離
が
漸
進
的
に
具
体
化
さ
れ
て
い
け
ば
、
党
を
憲
法
監
督
の
対
象
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ど
う
か
を
議
論
す
る
現
実
的
必
要
性
も
減
じ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
（
　
） 
王
広
輝
主
編
・
前
掲
『
通
向
憲
政
之
路
』
四
一
三
頁
以
下
、
陳
雲
生
・
前
掲
『
憲
法
監
督
司
法
化
』
五
一
七
頁
以
下
参
照
。
８５
（
　
） 
肯
定
説
と
し
て
、
王
景
栄
「
論
加
強
和
完
善
的
領
導
」『
憲
法
論
文
集
（
続
編
）』
群
衆
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
曾
恒
、
鐘
明
「
論
人
大
常
委
会
８６
対
党
組
織
的
憲
法
監
督
」『
法
学
季
刊
』
一
九
八
七
年
一
期
、
蔡
定
劍
「
試
論
人
大
及
其
常
委
会
監
督
的
対
象
和
内
容
」
全
国
人
大
常
委
会
弁
公
庁
研
究
室
編
『
論
人
大
及
其
常
委
会
的
監
督
権
』
法
律
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
甄
樹
清
「
憲
法
監
督
専
門
機
構
芻
議
」『
河
北
大
学
学
報
（
哲
社
版
）』
一
九
九
六
年
四
期
、
劉
嗣
元
「
憲
法
監
督
司
法
化
若
干
問
題
的
理
論
探
討
」『
法
商
研
究
』
二
〇
〇
二
年
三
期
、
湯
嘯
天
「『
治
党
従
厳
』
與
憲
法
訴
訟
」『
江
蘇
行
政
学
院
学
報
』
二
〇
〇
二
年
二
期
、
黄
学
賢
「
完
善
我
国
憲
法
監
督
機
制
的
探
討
」
中
国
法
学
会
憲
法
学
研
究
会
編
『
憲
法
研
究
』
第
一
巻
、
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
等
。　
二
三
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
二
・
完
）（
土
屋
）
（
　
） 
呉
文
泰
「
関
於
人
大
及
其
常
委
会
可
不
可
以
監
督
共
産
党
組
織
的
問
題
的
初
歩
探
討
」
前
掲
『
論
人
大
及
其
常
委
会
的
監
督
権
』。　
８７
（
　
） 
そ
の
他
、
次
の
論
も
、
実
質
的
に
は
こ
こ
で
の
否
定
説
に
含
ま
れ
得
る
。
①
憲
法
の
序
言
、
第
一
条
か
ら
し
て
、
国
家
機
関
に
対
す
る
党
の
関
係
８８
で
は
、
党
が
統
率
的
指
導
の
地
位
に
あ
り
、
も
し
党
を
人
民
代
表
大
会
の
監
督
の
下
に
置
け
ば
、
そ
れ
は
憲
法
が
規
定
す
る
原
則
に
違
背
す
る
こ
と
に
な
る
。
②
人
民
代
表
大
会
の
監
督
は
国
家
機
関
に
対
す
る
も
の
を
指
す
。
も
し
党
と
国
家
機
関
を
同
等
と
し
た
り
混
淆
し
た
り
す
れ
ば
、
国
家
機
関
の
概
念
を
曖
昧
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
党
の
統
率
的
指
導
の
地
位
を
低
め
る
こ
と
に
な
る
。
③
憲
法
第
五
条
は
、「
中
華
人
民
共
和
国
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
国
を
治
め
る
こ
と
を
実
行
し
、
社
会
主
義
的
法
治
国
家
を
建
設
す
る
。」「
国
家
は
、
社
会
主
義
的
法
制
の
統
一
と
尊
厳
を
維
持
す
る
。」
「
す
べ
て
の
法
律
、
行
政
法
規
、
地
方
的
法
規
は
、
憲
法
に
抵
触
し
て
は
な
ら
な
い
。」「
す
べ
て
の
国
家
機
関
、
武
装
力
、
各
政
党
、
各
社
会
団
体
、
各
企
業
・
事
業
組
織
は
、
憲
法
と
法
律
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
お
よ
び
法
律
に
違
反
す
る
す
べ
て
の
行
為
は
追
及
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」「
い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
も
、
憲
法
と
法
律
を
超
越
す
る
特
権
を
有
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
主
に
、
法
制
の
堅
持
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
監
督
を
述
べ
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
や
人
民
代
表
大
会
が
政
党
を
監
督
で
き
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
政
党
、
団
体
の
憲
法
な
い
し
法
律
に
違
反
す
る
行
為
に
対
し
て
、
い
か
な
る
手
続
き
で
解
決
す
べ
き
は
、
憲
法
第
五
条
は
な
ん
ら
規
定
し
て
い
な
い
。
全
国
人
民
代
表
大
会
と
そ
の
常
務
委
員
会
が
憲
法
の
実
施
を
監
督
す
る
権
限
を
有
す
る
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
進
め
て
人
民
代
表
大
会
が
党
を
監
督
で
き
る
と
推
論
す
る
こ
と
は
法
的
根
拠
が
な
い
（
肖
蔚
雲
・
前
掲
『
論
憲
法
』
七
九
〇
頁
）。
結
語
　
既
述
の
よ
う
に
、
中
国
共
産
党
総
書
記
兼
国
家
主
席
の
胡
錦
濤
は
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
の
「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
公
布
・
施
行
二
〇
周
年
記
念
講
演
」
に
お
い
て
、
憲
法
保
障
制
度
に
つ
い
て
「
改
革
の
意
思
」
を
明
示
し
た
。
こ
の
改
革
の
意
思
を
具
体
化
す
る
試
金
石
の
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
監
督
法
」
の
制
定
で
あ
っ
た
。「
中
華
人
民
共
和
国
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
監
督
法
」
の
起
草
作
業
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
全
人
代
常
務
委
員
会
で
始
め
ら
れ
、
二
〇
〇
二
年
八
月
の
当
該
委
員
会
会
議
で
監
督
法
草 
の
初
歩
的
審
議
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
草
案
内
容
を
み
る
に
、
草
案
は
全
七
章
七
三
条
か
ら
な
り
、
第
二
章
「
憲
法
と
法
律
の
実
施
の
監
督
」（
第
八
条
～
二
一
条
）
は
、
全
人
代
及
び
そ
の
常
務
委
員
会
の
憲
法
と
法
律
の
実
施
の
監
督
権
限
そ
の
他
を
よ
り
具
体
的
に
規
定
す
る
に
と
ど
ま
り
、
憲
法
監
督
と
（
　
）
８９案
二
四
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
の
関
わ
り
で
の
特
別
の
制
度
上
の
改
革
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
当
該
監
督
法
の
起
草
作
業
は
、
憲
法
保
障
制
度
の
改
革
志
向
の
象
徴
的
意
味
を
有
し
て
い
た
。
　
監
督
法
草
案
は
そ
の
後
、
繰
り
返
し
修
正
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、
二
〇
〇
六
年
八
月
二
七
日
、「
中
華
人
民
共
和
国
各
級
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
監
督
法
」（
第
一
〇
期
全
人
代
常
務
委
員
会
第
二
三
回
会
議
採
択
、
二
〇
〇
七
年
一
月
一
日
施
行
）
と
し
て
成
立
し
た
。
注
意
す
べ
き
は
、
当
該
監
督
法
は
、
二
〇
〇
二
年
八
月
当
時
の
監
督
法
草
案
と
の
間
に
顕
著
な
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
第
一
に
、
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
草
案
で
は
人
民
代
表
大
会
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
成
立
法
で
は
そ
の
常
設
機
関
で
あ
る
常
務
委
員
会
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
格
下
げ
で
あ
る
。
第
二
に
、
草
案
の
第
二
章
「
憲
法
と
法
律
の
実
施
の
監
督
」
が
、
成
立
法
で
は
ま
る
ご
と
削
除
さ
れ
て
い
る
。
草
案
で
も
、
憲
法
監
督
の
改
革
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
全
人
代
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
の
憲
法
と
法
律
の
実
施
の
監
督
権
限
そ
の
他
を
よ
り
具
体
的
に
規
定
し
て
い
た
。
第
三
に
、
草
案
で
は
、「
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
」
は
「
憲
法
の
実
施
を
監
督
す
る
」、「
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
」
は
「
そ
の
行
政
区
域
内
で
の
憲
法
の
遵
守
と
執
行
を
保
証
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
も
成
立
法
で
は
削
除
さ
れ
た
。
以
上
の
第
二
と
第
三
の
結
果
、
成
立
法
は
「
憲
法
監
督
」
と
は
直
接
的
に
は
無
関
係
の
も
の
と
な
っ
た
。
第
四
に
、
草
案
で
は
、「
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
は
憲
法
と
法
律
の
実
施
を
監
督
す
る
。
い
か
な
る
組
織
ま
た
は
個
人
も
、
憲
法
と
法
律
を
超
越
す
る
特
権
を
有
し
て
は
な
ら
な
い
。
憲
法
お
よ
び
法
律
に
違
反
す
る
す
べ
て
の
行
為
は
追
及
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
第
八
条
）
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
な
か
の
第
二
文
と
第
三
文
は
、
現
行
憲
法
の
第
五
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
言
が
草
案
に
お
い
て
憲
法
監
督
と
の
つ
な
が
り
で
規
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
少
な
く
と
も
解
釈
上
、
共
産
党
お
よ
び
党
員
も
憲
法
監
督
の
対
象
と
な
る
可
能
性
を
も
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
可
能
性
は
、
草
案
第
八
条
の
削
除
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
。
　
胡
錦
濤
は
、
当
該
監
督
法
に
つ
い
て
、「
人
民
代
表
大
会
の
監
督
の
目
的
は
、
憲
法
と
法
律
の
正
確
な
実
施
の
確
保
、
行
政
権
・
裁
判
権
・
二
五
現
代
中
国
の
憲
法
保
障
（
二
・
完
）（
土
屋
）
検
察
権
の
正
確
な
行
使
の
確
保
、
公
民
・
法
人
そ
の
他
の
組
織
の
合
法
的
権
益
の
尊
重
と
保
護
の
確
保
に
あ 
 
と
述
べ
て
い
る
が
、
監
督
法
の
内
容
は
「
憲
法
の
正
確
な
実
施
の
確
保
」
を
明
文
上
、
完
全
に
欠
落
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
既
述
の
「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
公
布
・
施
行
二
〇
周
年
記
念
講
演
」
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
中
国
指
導
部
は
、
別
途
、
憲
法
監
督
に
関
係
す
る
「
監
督
法
」
の
制
定
を
考
慮
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
段
階
で
は
、
少
な
く
と
も
立
法
作
業
上
、
制
定
の
動
き
は
表
面
化
し
て
い
な
い
。
憲
法
監
督
制
度
の
未
建
設
は
「
中
国
の
憲
法
制
度
の
一
大
欠 
 
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
憲
法
保
障
制
度
に
つ
い
て
の
「
改
革
の
意
思
」
を
二
〇
〇
二
年
に
表
示
し
て
い
た
胡
錦
濤
の
鼎
の
軽
重
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
党
第
一
七
回
全
国
代
表
大
会
は
、
胡
錦
濤
を
党
総
書
記
に
再
選
し
た
。
同
大
会
で
の
政
治
報
告
の
な
か
で
、
胡
錦
濤
は
、「
人
民
の
知
る
権
利
、
参
与
権
、
表
現
権
、
監
督
権
の
保
障
」
及
び
「
憲
法
と
法
律
の
実
施
の
強
化
」
を
明
示
し 
。
二
期
目
の
胡
錦
濤
政
権
の
最
大
の
政
治
課
題
の
一
つ
が
憲
法
保
障
制
度
の
改
革
で
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
得
な
い
。
（
　
） 
当
該
草
案
の
内
容
は
、
筆
者
は
部
分
的
に
は
既
に
紹
介
し
て
お
い
た
（
前
掲
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
二
〇
〇
三
年
五
月
一
日－
一
五
日
合
併
号
、
二
〇
８９
三
頁
以
下
参
照
）。
（
　
） 
『
新
華
月
報
〔
記
録
〕』
二
〇
〇
六
年
九
月
号
、
三
六
頁
。
９０
（
　
） 
李
歩
雲
「
中
国
法
治
歴
史
進
程
的
回
顧
與
展
望
」『
法
学
』
二
〇
〇
七
年
九
期
、
三
二
頁
。
な
お
、
当
該
論
文
は
、
憲
法
監
督
制
度
の
建
設
は
「
一
９１
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
（
刻
不
容
緩
）」
と
述
べ
て
い
る
が
、
憲
法
監
督
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
こ
の
種
の
表
現
は
、
最
近
の
中
国
の
法
学
論
文
で
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
憲
法
監
督
シ
ス
テ
ム
の
建
設
の
切
迫
的
必
要
性
が
法
学
者
の
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
。
（
　
） 
胡
錦
濤
「
高
挙
中
国
特
色
社
会
主
義
偉
大
旗
幟
為
奪
取
全
面
建
設
小
康
社
会
新
勝
利
而
奮
闘
―
―
在
中
国
共
産
党
第
十
七
次
全
国
代
表
大
会
上
的
９２
報
告
（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
五
日
）」『
中
国
共
産
党
第
十
七
次
全
国
代
表
大
会
文
件
彙
編
』
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
二
八
～
三
〇
頁
。。
（
人
文
社
会
科
学
研
究
科
教
授
）
（
　
）
９０る
」
（
　
）
９１陥
」
（
　
）
９２た
二
六
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
